
「体験の里」日高から体験の風をおこそう運動実行委員会 主催事業  

北海道子どもキャンプ 2021 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画運営のポイント：コロナ禍の事業というところから、参加

者には２週間前からの体調観察を行ってもらうなどの感染対

策を入念に行った。 

  

 

 

 

 

期日 : ①令和３年７月 23日(金)～25日(日) 

②令和３年８月７日(土)～９日(月)  

会場 : 国立日高青少年自然の家  からまつキャンプ場 

人数：計 45名（７日：23名、８日：22名）小４～６年生 

【成果】 

○３日間のキャンプを通して、小学生のいる家族に様々な自然体験活動の場を提供し、子どもの体験活動の

必要性や意義を保護者にも感じていただけた。 

〇参加した保護者の多くからは、このようなコロナ禍でもキャンプ事業を開催したことについて、キャンプ

初心者の家族からは、テントの張り方等の基本的なスキルを学べることに感謝の意を寄せられた。 

〇道内の子ども会の多くが、コロナ禍での活動に踏み切れないでいる中、感染症対策をしながらの事業運営

やジュニアリーダー育成を進められた。今回の成果やノウハウを、全道の子ども会に広めていきたい。 

【課題】 

〇発熱等の体調不良になった場合の対応を保護者に委ねられるように、募集対象を親子とした。次年度も、

参加者が安心して参加できるキャンプ事業となるように、企画・運営を進めていかなければならない。 

〇法人ボランティアにも募集をかけたが、申込が無かった。本事業に限らず、他の主催事業においても、法

人ボランティアの活動機会として有効に活用してもらえるように、一層の案内と調整に努めたい。 

趣旨：北海道各地域で活動する子どもたちが一堂に会し、異年

齢での共同生活や、自然体験、創作体験、など多様な体験活動

とともに、各地域の情報交換・交流を行うとともに、高校生リ

ーダーは、小中学生に対して活動や生活の支援を行うなど、日

頃の活動の成果を発揮する事により、異年齢交流の促進と技術

の習得、リーダーの資質向上を図り、地域の未来を担う青少年

の健全育成に資する。本年度は、コロナ禍の事業というところ

から、家族単位で参加いただき、日高の自然の中で、体験と交

流により心と身体のリフレッシュしていただく。 

 

国立日高青少年自然の家 
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